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社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
智
辯

の
卒
業
生
と
仕
事
で
一
緒
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

智
辯
の
卒
業
生
と
は
同
期
は
も
ち
ろ

ん
、
同
期
以
外
も
ご
縁
が
繋
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
卒
業
生
が
経
営
さ
れ
て
い

る
企
業
に
弊
社
の
ビ
ル
に
入
居
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
ば
パ
ー

ク
ス
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
ご
入
居
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
キ
ー
ノ

和
歌
山
２
階
に
は
「
平
和
酒
店
」
さ
ん

に
ご
入
居
い
た
だ
き
、
キ
ー
ノ
を
訪
れ

る
お
客
様
に
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
弊
社
は
加
太
線
と
い
う
鉄
道

路
線
を
経
営
し
て
い
ま
す
が
、
加
太
の

重
鎮
に
も
智
辯
の
先
輩
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　

私
が
中
６
の
時
、
野
球
部
が
夏
の
甲

子
園
に
初
出
場
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
投
げ
た
右
の
エ
ー
ス
と
仕
事
で
一
緒

に
な
り
ま
し
た
。
今
は
和
歌
山
市
役
所

の
部
長
さ
ん
で
す
。

　

先
日
も
、
有
名
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
で

経
営
幹
部
を
務
め
る
卒
業
生
と
話
を
し

今
回
は
、
和
歌
山
市
駅
に

直
結
し
て
い
る
「
キ
ー
ノ

和
歌
山
」
の
開
業
に
携
わ

り
、
現
在
南
海
電
気
鉄
道

株
式
会
社
和
歌
山
事
務
所

所
長
の
杉
本
さ
ん
に
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
面
会
日
：
令
和
５
年
５
月
20
日

智
辯
和
歌
山
時
代
は
ど
ん
な

学
生
だ
っ
た
の
で
す
か

　

和
歌
山
大
学
の
麓
に
実
家
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
自
転
車
で
和
歌
山
市
駅
、
電

車
で
黒
江
駅
ま
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。

一
時
期
、
自
転
車
で
直
接
学
校
ま
で
通
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
和
歌
山

市
を
南
北
縦
断
で
す
。

　

得
意
科
目
は
、
日
本
史
、
世
界
史
、

地
理
、
生
物
。
こ
れ
ら
の
科
目
は
中
間
・

期
末
試
験
で
、
先
生
が
成
績
上
位
者
だ

け
順
に
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
る
こ
と
が

て
い
る
と
、
彼
が
若
い
頃
、
私
が
今
も

親
し
く
し
て
い
る
智
辯
同
期
（
今
は
医

師
で
大
型
病
院
の
部
長
さ
ん
）
の
自
宅

の
担
当
者
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
智
辯
の
縁
っ
て
繋
が
り

ま
す
ね
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
何
か
お
願
い

す
る
時
の
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理

士
の
先
生
方
は
、
全
て
智
辯
の
優
秀
な

卒
業
生
で
す
ね
。

現
在
の
学
生
に
対
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
は

　

私
は
多
読
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
し

か
し
分
厚
い
本
に
書
か
れ
て
い
る
複
雑

な
理
論
を
全
て
覚
え
る
必
要
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
基
礎
的
な
セ
オ
リ
ー

を
い
く
つ
か
マ
ー
カ
ー
し
、
自
分
の
立

案
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

時
と
し
て
目
覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
よ
く
読
み
返
す

本
の
中
か
ら
、
読
み
易
い
本
を
い
く
つ

か
あ
げ
て
み
ま
す
。

和
歌
山
県
出
身
の
冨
山
和
彦
さ
ん
の
著
書

「
な
ぜ
ロ
ー
カ
ル
経
済
か
ら
日
本
は
甦
る

の
か
」

「
挫
折
力
」

弊
社
経
営
層
か
ら
「
読
ん
だ
か
？
」
と
声

を
か
け
ら
れ
た
本

三
枝
匡
さ
ん
の
著
書

「
戦
略
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」

「
Ｖ
字
回
復
の
経
営
」

中
西
宏
明
さ
ん
の
著
書

多
く
、
誇
ら
し
か
っ
た
で
す
。
逆
に
そ

れ
以
外
の
科
目
は
と
て
も
得
手
と
は
言

え
な
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
智
辯
は
予

備
校
模
試
の
受
験
な
ど
試
験
慣
れ
さ
せ

て
く
れ
る
の
で
、
本
番
の
共
通
一
次
で

は
「
マ
ー
ク
シ
ー
ト
マ
ジ
ッ
ク
」
と
で

も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
古
文
・
漢
文

満
点
、
な
ん
て
珍
事
も
経
験
し
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
皆
勤
賞
の
表
彰
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
私
は
小
中
高
12
年
間
、
無

遅
刻
・
無
欠
席
・
無
早
退
で
し
た
。
「
３

年
皆
勤
○
○
」
と
名
前
を
呼
ば
れ
た
卒

業
生
か
ら
順
に
立
っ
て
行
く
の
で
す
が
、

「
６
年
皆
勤
○
○
」
で
在
校
生
も
ザ
ワ
ザ

ワ
し
始
め
、
「
12
年
皆
勤
、
杉
本
吉
史
、

代

表
・
杉

本

吉

史
」
（
私
）
「
ハ

イ
！
」

と
立
ち
上
が
っ
た
瞬
間
、
式
の
会
場
全

体
が
ド
っ
と
湧
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。智

辯
卒
業
後
は
ど
う
さ
れ
た

の
で
す
か

　

智
辯
の
頃
に
受
験
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
模
試
の
成
績
が
ま
ぁ
ま
ぁ
だ
っ
た
よ

う
で
、
河
合
塾
中
津
校
に
無
試
験
で
入

学
し
（
笑
）、
１
年
後
、
大
阪
市
立
大
学

法
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
法
学
部
に

こ
だ
わ
っ
た
の
は
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

を
身
に
着
け
れ
ば
役
に
立
つ
と
漠
然
と

考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
智
辯

の
頃
か
ら
の
歴
史
好
き
が
高
じ
て
、
１

回
生
時
の
基
礎
ゼ
ミ
は
近
現
代
政
治
史

「
社
長
の
条
件
」

川
村
隆
さ
ん
の
著
書

「
ザ
・
ラ
ス
ト
マ
ン
」

未
来
予
測
が
当
た
っ
た
な
、
と
思
っ
た
本

ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
著

「 

100 

年
予
測
」

和
歌
山
出
身
さ
い
と
う

・
た
か
を
さ
ん
が

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
劇
画
で
表
現

「
劇
画
・
小
説
吉
田
学
校
」

　

私
は
地
域
密
着
型
の
企
業
に
就
職
し

ま
し
た
が
、
最
近
は
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
浸
透

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
、
時
差
に
気

を
遣
い
な
が
ら
海
外
の
方
と
、
片
言
の

英
語
で
話
し
た
り
す
る
機
会
も
あ
り
ま

す
。
執
務
室
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
フ
リ
ー

ア
ド
レ
ス
が
原
則
で
す
。
服
装
も
写
真

の
よ
う
な
オ
フ
ィ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
な

り
、
昔
の
よ
う
な
ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

や
は
り
様
々
な
分
野
で
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
を
意
識
し
ま
す
。

　

参
考
ま
で
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
制

度
で
は

v
o
c
a
tio

n
a
l

が

a
c
a
d

e
m

ic

と
比
べ
て
学
校
と
し
て
の
地
位
が
高
い

場
合
が
あ
る
そ
う
で
す
。
国
家
間
を
横

串
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
就
職
資
格
基
準

が
あ
り
、
例
え
ば
経
営
管
理
に
関
す
る

一
定
レ
ベ
ル
の
資
格
を
学
校
卒
業
時
に

授
与
さ
れ
た
な
ら
、
即
、
企
業
に
経
営

幹
部
と
し
て
採
用
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

私
の
職
歴
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
わ
か

り
ま
す
が
、
今
ま
で
の
日
本
の
企
業
は
、

新
卒
採
用
、
企
業
内
養
成
、
勤
続
20
年

を
専
攻
し
、
さ
ら
に
担
当
教
授
に
「
君
、

本
格
的
に
研
究
し
て
み
な
い
か
？
」
と

誘
わ
れ
、
す
こ
し
迷
い
ま
し
た
（
笑
）
。

大
学
で
学
ぶ
内
容
は
、
当
時
も
今
も
多

分
に

a
c
a
d

e
m

ic

（
学
問
至
上
的
） 

で

v
o
c
a
tio

n
a
l

（
職
業
指
導
的
）
な
要
素

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、

論
理
性
や
社
会
性
が
４
年
間
で
身
に
着

き
、
こ
れ
が
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の

糧
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

大
学
卒
業
後
は
ど
う
さ
れ
た

の
で
す
か

　
関
西
国
際
空
港
開
港
直
前
の
平
成
５

年
に
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
入
社

し
ま
し
た
。
弊
社
は
公
共
交
通
と
不
動

産
の
２
つ
を
収
益
の
柱
と
す
る
企
業
で

す
。
当
初
、
私
は
不
動
産
事
業
を
中
心

に
職
歴
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は

橋
本
市
の
林
間
田
園
都
市
な
ど

の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
や
、
駅
近
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
運
営
、
り
ん
く
う
タ

ウ
ン
に
あ
る
大
阪
府
の
外
郭
企
業
へ
２

年
間
出
向
し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

　

転
機
は
今
か
ら
12
年
ほ
ど
前
。
開
業

前
か
ら
実
に
10
年
近
く
担
当
し
て
い
た

大
阪
球
場
跡
地
開
発
「
な
ん
ば
パ
ー
ク

前
後
で
管
理
職
に
昇
進
さ
せ
ま
す
。
ま

た

日

本

の

大

学

で

の

学

問

は
a
c
a
d

e
m

ic

で
、
職
業
訓
練
や
就
職
用

の
学
習
は
専
門
学
校
が
担
う
構
造
で
す
。

　

日
本
の
教
育
は
間
違
い
な
く
優
れ
て

い
ま
す
。
識
字
率
は
欧
米
と
比
べ
て
も

圧
倒
的
な
高
さ
で
す
し
、
日
本
人
の

P
u

n
c
tu

a
l

（
指
定
時
間
に
必
ず
完
遂
す

る
）
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
他
の
追
随

を
許
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
世
界
で
働
く

場
合
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
格
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
と
幹
部
に
は
な
れ
な
い
。

例
え
ば
東
京
や
京
都
に
進
出
が
進
む
外

資
系
ホ
テ
ル
で
は
、
日
本
人
が
若
い
ア

ジ
ア
人
幹
部
の
下
で
雇
用
さ
れ
る
、
そ

ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

智
辯
に
６
年
間
通
っ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。

ス
」
か
ら
離
れ
、
企
画
部
門
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
事
業
の
シ
ー
ズ
（
種
）
を

見
つ
け
て
育
て
る
「
新
規
事
業
開
発
」、

弊
社
が
有
す
る
事
業
リ
ソ
ー
ス
を
中
期

的
に
大
幅
に
活
性
化
さ
せ
る
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
」
な
ど
の
部
門
で
す
。

　

こ
の
企
画
部
門
で
和
歌
山
市
駅
の
活

性
化
も
企
画
・
推
進
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
鉄
道
・
バ
ス
の
交
通
結
節
点

で
あ
る
和
歌
山
市
駅
に
、
商
業
施
設

「
キ
ー
ノ
和
歌
山
」、
民
間
の
会
社
が
運

営
す
る
図
書
館
、
新
進
の
ホ
テ
ル
を
配

置
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
新

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
供
で
き
、

「
市
駅
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
し
た
」
と
の

声
も
い
た
だ
き
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

の
中
に
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
後
の

和
歌
山
市
民
図
書
館
を
よ
く
利
用
さ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

今
の
仕
事
は
？

　

今
は
25
年
近
く
通
っ
た
難
波
の
本
社

を
離
れ
、
和
歌
山
事
務
所
の
所
長
を
し

て
い
ま
す
。
弊
社
は
従
前
か
ら
東
京
と

和
歌
山
に
支
社
機
能
が
あ
り
、
各
々
部

長
級
を
置
い
て
い
ま
す
。
東
京
が
監
督

官
庁
で
あ
る
国
交
省
の
お
膝
元
で
あ
る

の
に
対
し
、
和
歌
山
は
事
業
エ
リ
ア
の

前
線
に
あ
る
事
務
所
で
す
。
和
歌
山
市

駅
の
再
開
発
等
で
今
ま
で
築
き
上
げ
て

き
た
行
政
等
と
の
関
係
性
を
活
か
し
、

和
歌
山
で
現
在
動
き
始
め
て
い
る
案
件

に
つ
い
て
蓋
然
性
を
高
め
る
「
戦
略
参

謀
」
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

　

和
歌
山
市
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ｈ

Ｙ
Ｄ
Ｅ
氏
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

特
急
「
Ｈ
Ｙ
Ｄ
Ｅ
サ
ザ
ン
」
や
黒
を
基

調
に
し
た
「
め
で
た
い
で
ん
し
ゃ
」
は

ご
存
知
で
す
か
？
社
命
で
実
現
交
渉
の

最
初
期
を
担
当
し
ま
し
た
。
Ｈ
Ｙ
Ｄ
Ｅ
氏

と
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
、
和
歌
山

に
お
越
し
の
際
に
は
、
キ
ー
ノ
和
歌
山

を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
平
成
30
年
か
ら
、
毎
日
新

聞
の
和
歌
山
面
に
月
１
回
「
て
く
て
く

南
海
沿
線
」
と
い
う
コ
ラ
ム
を
連
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
た
智
辯
の
頃
か
ら

の
歴
史
好
き
が
高
じ
て
、
ほ
と
ん
ど
が

南
海
沿
線
の
隠
れ
た
歴
史
資
源
に
関
す

る
記
事
で
す
。
マ
ニ
ア
ッ
ク
で
す
が
、

ほ
の
ぼ
の
し
た
内
容
に
し
て
い
ま
す
。

掲
載
日
は
基
本
、
毎
月
第
四
水
曜
日
で

す
。
宜
し
け
れ
ば
ご
覧
く
だ
さ
い
。

杉本吉史
すぎもと　よしふみ

南海電気鉄道株式会社 和歌山事務所 所長

なんばパークス

キーノ和歌山

1969 年 7 月生 和歌山県和歌山市出身

1988 年 智辯学園和歌山高等学校卒

1993 年 大阪市立大学法学部卒


